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原 始 仏 教 研 究 法 の 検 討 に 基 づ く 五 纏 説 の 考 察

村 上 真 完

Ⅰ 【方法論の反省】 今日,原 始仏教の研究法 は問い直 されている.中 村元

(1912-99)の 『中村元選集[決 定版]』第11巻 から第18巻 にいたる全8巻(原 始仏

教 Ⅰ～VIII,1992-95)は,原 始聖典の中で韻文資料(最 古層はSn.4章,5章)が 古 く,

散文資料が新 しい という前提のもとに,韻 文資料を軸にして最初期の仏教を詳細

に描 く.

三枝充悳 『初期仏教の思想』(東洋哲学研究所1978;第 三文明社 「レグルス文庫」

1995),『縁起の思想』(法蔵館2000)は,中 村元説に顧慮 しなが らも,散 文資料を

重視 して,縁 起思想等について多 くの資料を集めて整理している.し か し統一的

な思想を求め体系を追求することには,禁 欲的である.

宮元啓一 『仏教か く始 まりき パー リ仏典 『大品』を読む』(春秋社2005)は,

文献学的な原始仏教研究の方法 と成果を批判 して,(1)複 数の文献に共通する部

分 は成立が古 く,そ うでない部分は後世の仏教徒による加筆 ・挿入(増 広)で あ

り,(2)韻 文(偈 頌)は 成立が古 く,散 文は成立が新 しいという文献学の常識(P.iv)

を否定 して,「 ゴータマ ・ブッダの言葉 を,語 形の新古に関わらずまず真説だ と

して受容 し,そ れらの間の整合性 を追究 していけばよい」(p.ix)と いう.石 飛道

子 『ブッダ論理学五つの難問』(講談社選書メチエ2005)も,「 ブッダの言葉 は完全

に保存 されている」(P.179)と 言い切 る.し かし仏のことぼであることを論証する

には,文 献学的な吟味 と論証が欠かせない.中 村説への批判の当否自体も,3議論

し直 されなければなるまい.

仏教の原点を仏の悟 り(成道)に 求めたい心情がある.し かし近 ・現代の思想家

達については思想 ・信条の展開や変化が研究 される.自 ら省みても考え方(世 界

観)の 変化や展開を経てきている.釈 尊も例外ではあるまい.成 道から入滅まで

の間に教えの言語化 と発展があったと想像される.思 想体系の成立過程 と発展を

たどることを試みなが ら,そ の思考法を発掘 していきたい.既 に論じたこともあ

る五蘊説を改めて再考 しよう1).
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Ⅱ 【五蘊 の順 序】 色 ・受 ・想 ・行 ・識 の五項(=五 蘊)に よって,人 間存在 を

分析 的に把握す るこ とは,仏 教 の特色 と見 られ る.ヴ ェー ダー ンタ派 の基本経典

(Brahma-sutra=BS)の 仏 教批判 は,人 間 の存在 は身 心の諸 要素の集合体 であ り,縁

起 に よつて存立 してい る無常 な刹那 的な存在 であ るとい う仏教説 を批判す る こと

に始 ま る.Sankara(8世 紀前葉頃BS-Bhasya)は,仏 教 には説一切有部(有 部)と 唯識

派 と中観派 とがあ る中で,「 説一切有部 は,外 的な元 素(大 種bhuta)と 元 素 か らで

きた もの(大 種所造bhautika)と,内 的 な心(citta)と 心 作用(心 所caitta)と の事実 を

承認 す る.大 種 とは地 の要素(地 界)等(地 ・水 ・火 ・風)で あ り,大 種所造 とは色

等 と眼等 であ り,地 等 の原 子(極 微)は 堅 さ ・湿 り気 ・熱 さ ・動 きを本 性(自 性)

とす る.ま た色 ・識 ・受 ・想 ・行 と呼ばれ る五蘊 があ る」 とい う2).同 じ順 の五

蘊 は シャ ンカ ラ派 だけで はな く,Bhaskara(9世 紀頃),iSamkarananda(13世 紀末),

Sripati(同),Vijnana-bhiksu(16世 紀)等 に も踏襲 され る.Ramanuja(11-2世 紀)3)と

Madhva(13世 紀)4)は 五 蘊 に触れ ないが,ラ ーマー ヌジャ派 の[Sri-]Sudarsana-suri

(13世 紀末)も マ ド ヴァ派 のJayatirtha(14世 紀頃)も,シ ャンカ ラ と同 じ順 で五蘊

を説 明する.Srikantha(14世 紀)は 『五蘊 は色 ・受 ・識 ・想 ・行 か らな る』 といい

なが らも,シ ャ ンカ ラ等 と同 じ順 序 に従 う5).ジ ャ ィナ のHaribhadra-suri(8世 紀

Saddarsana-samuccaya1.5)は,「 識 ・受 ・想 ・行 と色 」 とす る.

色 等の順 は,パ ー リの聖典 でも漢訳 の阿含部 経典 で も般若部経典等 で も,一 定

してお り,そ の例外 は見 出 し難い.有 部 の論書(『 大毘婆沙論』巻74:T.27,No.1545,

384ab;『倶舎論』巻l:T.29,No.1558,5c;AKBh.p.159-16)は,色 ・受 ・想 ・行 ・識 の順 で

あ る所 以を種 々に示 して,そ れは粗大 で了知 し易 い順,愛 着す る順 である といい,

食 器 ・食物 ・調味料 ・料理人 ・食 べ る人の順 に喩 える.た だ し鳩 摩羅什(412)訳

『成実論 』巻3(T.32,No,1646,261a7-8)は,「 色陰 ・識 陰 ・想 ・受 ・行 陰」即 ち色 ・

識 ・想 ・受 ・行の順序 を示 し、 その順 に論述 してい る.こ の順序 はシャ ンカ ラ等

の所伝 と似て い るが、想 と受の順 が逆で あ る.ま た5世 紀初 めBuddhaghosa(Vi-

suddhi-magga,Vism)は 五 蘊 の解釈 において,色 の詳論 の後 に四蘊の中で識 を最初に

詳説す る理 由 を述 べて,『 その識 蘊が認識 され る と他 が よ く認識 され るか ら,識

蘊 を最初に して註釈 を しよ う』(PTSed.p.45215-)と い つて,シ ャンカ ラ等 と同 じ色 ・

識 ・受 ・想 ・行の順 を採用 す る.し て見 るとシャンカラ等 に も根拠 があつた と考

えられ る。

Ⅲ 【色等の原意 】 色(rupa,r.)の 意 味は文脈 によつて種 々で あるが,ま ず人(男

女)の 容姿 や容貌 や色艶 であ る.Sn.第5章 末 には老学生が 『私 は老いて力な く色
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艶 も失せ ました(vita-vanno)』(Sn.1120a)云 々 と,釈 尊 に教 えを請 う.世 尊 は 『諸 々

の色 のために(rupesu)人 々 は放逸 になつて悩 まされ る(ruppanti) .そ れ ゆえにあな

た は,ピ ンギヤ よ,不 放 逸 に して再 生 が ない よ うに色 を捨 て よ(jahassu rupam)』

(Sn.1121)と 答 え る.vanna(色 艶)はr.(色)に 置 き換 え られ たが,色 は肉体 的な要

素で ある.註 釈 は 『諸 々の色 のために悩 まされ る とは,ま た眼病 な どに よつて,

ま さに色が原 因で人 々は悩 まされ害 され る』(Pj.Ⅱ.60310-11)と述 べ る.Sn.2.14経 に

は 『色(色 形r.)と 音 と味 と香 りと触 感 と凡 そ衆 生 を陶酔 させ るもの』(Sn .387a)

とあ る.こ の五 は,五 欲楽(五 妙欲kama-guna,欲 望の属性)と 呼 ばれ,五 感(欲)の

対 象である.色 は眼(視 覚)の 対象 である.そ して 『眼で色を見 て も決 して心楽 し

む こともな く心憂 え るこ ともない』(A.Ⅱ.19825,Pj.Ⅱ.42523)とい うように,視 覚の対

象であ る色 に対 して人 は心楽 しみ,ま たは心憂 え るので ある.色 は美男 ・美女 の

容姿,特 に女性 の美貌 を意 味 し,「 色を備えた」(rupavati,Pj.Ⅱ.24312)と は美人の形

容 で 「美 しい容姿 の」 を意味す る.し か し色 は恐 ろ しい夜叉等 の姿 を指す こ とも

あ る(Pj.Ⅰ.23327).こ の ようなr.(色)は 邦語の色(い ろ,シ ョク)に も近 いので あつ

て,色 彩 よ りも肉体 の姿や容貌や色艶 を指 してい る,と 理解 して よい ようであ る.

以上 は色 の本来的 な意味(原 意)を 示すのであ ろう.こ れは認識領域(十 二処)の

体 系では色処(色 の領域)に 含 まれ る.し か し五蘊 の色(色 蘊,色 類の集合)の 説明

になる と,色 蘊 はその存立の根 拠に遡 って考察 され る.色 蘊 を設定(表 示)す るた

め に地 ・水 ・火 ・風 とい う四大 元素(大 種)が 根拠(因hetu)で あ り条件(縁pac-

caya)で あ る とい う(S.Ⅲ.p.10132-3,M.Ⅲ.p.1715-6;『雑阿含』巻2(58),T.2.14c).体 内 にも

自然界 に もあ る物 質的 な四大元素が あるか ら,色 を概念 的に設定 し表示す るこ と

もで きる,と い うので あ る。 ここで は色 と四大元素 とは一応 は区別 されて い る.

しか し次 にはその 区別が な くな る.

『四大元素 と四大元素によつてできた色(四 大種所造色),比 丘達よ,こ れが色 と呼ばれる.

食物の集起か ら色の集起があり,食 物の滅か ら色の滅があり,ま さしくこの八支の聖道

が色の滅にいたる道である.即 ち正見,乃 至正定である.』(S.Ⅲ.pp.5919-24,6211-5;『雑阿含』

巻2(41),T.2.9b)

と.こ の色 は肉体 の物質的 な属性 を意 味す るであろ う.食 物 を とればそ うい う色

は存立 す るが,食 物が尽 きる と肉体 は存立 できず色 も滅 してな くな る.八 聖道 に

よつて色 の滅 にい たる とは,輪 廻 を断 じて色 を滅す るので ある.

この四大元 素の詳細 は仏 の高弟舎利弗 が説 いた と伝 え る.四 大元素 はそれ ぞれ

要 素(成 分,界dhatu)と 呼 ぼれ,地 の要素(地 界)乃 至,風 の要素(風 界)と 呼 ばれ
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る.各 々は内的な体 内にあるもの と,外 的 な体外(自 然界)に ある もの とに分 かれ

るが,前 者が詳説 され る.内 的な地の要素は

『例えぼ髪 ・毛 ・爪 ・歯 ・皮 ・肉 ・腱 ・骨 ・骨髄 ・腎臓 ・心臓 ・肝臓 ・膜 ・脾臓 ・肺臓 ・

腸 ・腸間膜 ・胃物 ・糞,或 いは他の何でも体内に各 自に取 り入れられた粗 く堅 くなつた

もの(kakkhalamkhari-gatam).』(M.28 Mahahatthipadopama-s.,Ⅰ.p.18517-21『中阿含』巻7「 象

跡喩経」,T.1.464c)

と,解 剖学 的な臓腋等 の知識 をもつて説 かれ る.

水 の要 素 は 『例 えぼ胆汁 ・疾 ・血 ・汗 ・脂肪 ・膏 ・唾液 ・鼻 汁 ・関節液 ・尿

或い は他 の何 で も体 内に各 自に取 り入 れ られ た水 や水 に含 まれ る もの』(M.Ⅰ.p.

1875-9;T.1.465a)と,体 内にあ る水分が列挙 され る.

火 の要 素 は 『凡 そ それ によつて熱 せ られ,そ れ に よつて老化 し,ま た それ に

よつて焼 かれ,ま た食べ噛 まれ味 わわれ た ものが正 し く消化す るもの,或 い は他

の何 で も体 内に各 自に取 り入れ られた火や火 になったもの』(M.Ⅰ.p.1886-10;T.1.465c)

と,体 温や老化や消化機能が火の作用 であ ると示 され る.

内 的な風 の要素 は 『上方 に行 く風 ・下方 に行 く風 ・腹 中に ある風 ・下腹部 にあ

る風 ・手足 に従 う風 ・出息 ・入息 とか,或 いは他 の何 で も体 内に各 自に取 り入れ

られた風や風 に含 まれ るもの』(M.Ⅰ.p,18828-32.T.1.465c)と,呼 吸や気 が風 の作用 と

見 られ る.

地 と水 とは肉体 の部分や成分 を含 むが,火 と風 とは身体機能で ある.そ れ らは

五 感で感知で きるよ うなものであ る.以 上 の ような解 剖学的知識の源泉 は確認 で

きないが,成 道時 の仏 にあつた とは想像 しがたい.寧 ろ舎利弗 のよ うな解剖学等

の知識 が ある人が教団 に入 つた ことに由来 す ると経 は示 して いる.外 的 な地等 に

ついて は,地 の要素 は大地 であ り,水 や火 や風 の要 素が怒 る と,そ れ ぞれ 自然現

象 として猛威 を振 るい相克す るなど,い ずれ も無 常である ことが示 され る.

四 大 種所 造色(四 大所造色)は,前 引経典 に は説 明が な いが,『 雑 阿含 』巻13

(322),T.2.91cは,認 識領域(六 入処 六処,十 二処)の 体 系か ら説 明 して,眼 ・耳 ・

鼻 ・舌 ・身(身 体感覚≒触覚)の 五感(五 根)と,五 感 の対象で ある色 ・声 ・香 ・味 ・

触(感 触)(以 上 五境)と で ある,と い う.こ れが有部説 である6).パ ー リ論蔵 『法

集論』(Dhamma-sangani,Dhs.§597ff.)は 色 を詳論す る中に同趣 旨を述べ るが,触(所

触処)に は四大種所造色 を認め ない(Dhs.§648).ま た 四大種所造色 に24種 を数 え

る(cf.Vism.p.444)7).

色 の原意(狭 義)「 いろ ・か たち」 は色処 であるが,広 義 の色 は五蘊 の色で,五
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感とその対象 とその根拠 となる内外の物質的なものをも含む.そ の物質的なもの

も五感(官 能)で 感じられるようなものであるか ら,広 義の色は 「官能 と感 じられ

る対象」(ま たは感覚的なもの)と いつてよいであろ う.伝 統的には 「壊れ る(ruppa-

ti,苦 しめられる)と い うので色 と呼ばれ る.寒 暑 ・飢 渇 ・蚊 ・虻 ・風 ・炎 熱 ・蛇

と触 れ るか ら壊れ る」(S.Ⅲ.p.8623-7;『雑阿含』巻2(46),T.2.11b取 意)と いい,色 とは

壊 れる,つ ま り無常 ・非我であ ると示 唆され る.

感 覚 的なもの(色)は 自分 の体 にも体外 にもあ るが,受 ・想 ・行 ・識 の四 は,自

分 の内部 にある.

まず受(vedana,v.感 受,感)は,仏 教 以前 には用例 がない とい うが,仏 典 では古

くよ り用 い る.安 世 高訳 に も 「痛」(or所 痛)と 訳 され た よ うに(五 陰璧喩經,

T.2.No.105,p.501a),苦 痛 を意味す る例 も多 い.『 最 高の苦痛(uttama-v.)を 得 てい る

[私の]心 は諸 々の欲望 を期待 しない』(Sn.435b)と い う.し か し 『内外 の感受 を

喜 ばず』(Sn.1111ab)と い うのは,快 感(楽)を 意 味 してい る.『 凡 そいかな る苦 が

生ず るの も全 て感受 の縁 に よる(v.-paccaya).… しか し諸 々の感受 の残 りな き離脱

と止滅 によつて苦の発生 はない』(Sn.p,14322-5),『諸 々 の感 受の滅尽 に よつて出家

行者 は飢渇 な く寂滅 してい る』(Sn.739ef),と い うのは一般 的な感受 であろ う.そ

の感受 は 「感ず る(vediyati)と い うので感受(受v.)で あ る.楽(快 さsukham)を も

苦(痛 さdukkham)を も不苦不楽(adukkham-asukham)を も感ず る」(S.Ⅲ.p.8630-;『雑 阿

含』巻2(46),T.2.11c取 意)と 説 明 され る.受(感 受v.)は,楽 受(快 感)・ 苦受(苦

痛感)・ 不 苦不楽 受(ど ちらでもない感 じ)の 三 受(D.Ⅲ.p.216,S.Ⅳ.P.204)と も,眼 ・

耳 ・鼻 ・舌 ・身 ・意 との接触 か ら生ず る受(感 受):六 受 身(v.-kaya,感 受 の諸集合体)

ともい う(S.Ⅲ.p.601-6).受 蘊(感 受の類の集合)の 設定のた めには,触(phassa)が 因

であ り縁で あるとい う(S.Ⅲ.p.10133-,M.Ⅲ.p.1716-).触 とは感官が対象 に触れて知覚や

認識が生ず る体験で ある.想 蘊 も行蘊 にも触 は因で あ り縁で ある.中 村(⑮ 原始仏

教V,1993,p.488)は 受 を感受作用 としたが,作 用 を加 える必要はない.

想(sanna,s.,表 象,観 念,想 念,お もい)を 中村(同)は 表 象 作用,宮 元(2005,

p.93)は 識 別 作用 とす るが,作 用 とは余計 で あ り,識 別 は最後 の識 に相 当す る.

s.は 漢 訳 では初 めか ら 「想 」(ま たは所想)と 訳 されて お り(五 陰璧喩經,T.2.p.501a),
と

その種 の用例 が多いが,そ れ に尽 きない.『[あ なたは]諸 々の執 らわれの中で迷

うにいたつて,そ して この[私 の言 うことに]わ ずか も理解(関 心)を 示 さなか っ

た(naddakkhi anum pisannam)』(Sn.841bc),『 或 いは財宝(隠 し財産)は[蓄 えたその]

場 所 か ら消 え去 り,或 いは彼 の意識(心)が 迷 う(s.vassa vimuyhati)』(Khp.8.4ab),
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『彼(夜 叉)は …黙 つて いろ… と合 図 をした(sannam akasi)』(Pj.Ⅱ.22126),『 も し世尊

が一 人で どこかへ行 こ うと思 つてお られ る時には,行 乞 の時間 に戸 を閉 じて香室

の中に入 られ る.そ こでその しるし(目 印)に よつて(sannaya),比 丘 達 は…知 る』

(Pj.Ⅱ.13924),と い う例 もある.「 表象す る(sanjanati,想 う,思 い浮かべる)と い うの

で想(s.)と 呼 ばれ る.青 をも黄 を も赤を も白をも表象 す る」(S.Ⅲ.p.874取 意).ま

た 想 とは六想 身(s.-kaya,表 象 の諸集合体):色 ・声 ・香 ・味 ・触(感 触potthabba)・

法(凡 そ心で考えられるもの)に つ いての表象 であ り(s.Ⅲ.pp.6018-,6327-),想 蘊 の設定

のためには鯛(体 験)が 因で あ り縁で ある(S.Ⅲ.p.10134-)と い うか ら,想 は色等 の知

覚 や経験 を因 とし縁 として心 に生ず る色等 の表象 であ り,心 に思い浮かぶ色等 で

あ る.無 常想(観anicca-s.),非 我 想(anatta-s.),不 浄 想(asubha-s.)等:或 る特 定 の

想 は観 想 とい う修 行 の対象 とな り,五 想乃至 十想が数 え られ る.想 受滅(s.-veda-

yita-nirodha)で は意識や感覚が滅す る.

行(samkhara)も 仏 教 以前 には用例 が ない よ うで あるが,仏 典 には複数 の形 で多

く用い られ る.そ の原意 が文脈 か ら把握で きる例 は少 ない.し か し

『油を塗 り花や[香]煙 等の用意(手 入れ)を 欠く(-samkharehi virahita)髪の臭いは最高に

厭わしい』(Pj.Ⅰ.p.728)

とい う註釈 の例が あ る.こ れ は化粧 を して身(髪)を 清 潔 に綺麗 に飾 る行為 であ

る.行 は生命 や寿命 の力 でもある.入 滅前 に釈 尊が病気 にかかった時

『世尊はその病を気力によつて(viriyena)抑 えて生命の勢力(命 行、生命力)を 保持 して

(jivita-samkharamadhitthaya)住 した』(D.Ⅱ.p.9913,s.v.p.1532).

『[世尊は]寿 命の勢力(寿 行)を 捨てた(ayu-samkharamossaji)』(D.Ⅱ.p.10622).

『聖者は生存の勢力(有 行)を 捨てた(bhava-samkharamavassaji)』(D.Ⅱ.p.1073).

出 息 ・入 息が身行,粗 細の思考(尋 ・伺)が 語行,想 と受(感 受)が 心行 であ るとい

う(s.Ⅳ.p.293,M.Ⅰ.p.301).即 ち行 は身 ・語 ・心 を駆 り立て る原動力であ る.

諸 行 は有為(現 象)を 準 備推進 す る(sankhatam abhisamkharonti)と い い,色 ・受 ・

想 ・行 ・識の一々 を有為 に準備推進 する(S.Ⅲ.p.878-)と い う.諸 行 は六 思身(cetana-

kaya,意 思 の諸集合体):色 ・声 ・香 ・味 ・触(感 触)・ 法 に対す る(関 する)意 思(思)

で あ り,触 が集起す るか ら行が集起 し,触 が滅す るか ら行 が滅す る(S.Ⅲ.p.6025-).

行 蘊 の設定 のためには触(体 験)が 因で あ り縁 であ る(S.Ⅲ.p.10134-)と い うか ら,諸

行 とは色 等の知覚や経験 を因 とし縁 として心身 に生 ず る諸潜勢 力,特 に意思の諸

力で,輪 廻 を規定 す る諸力 とな る.そ して行 には生命 力や諸煩悩 等を多数数 える

よ うになる8).
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識(vinnana,v.,認 識)は,「 識 別(認 識)す る(vijanati)と い うので識 で あ る.酸

味 ・苦 味 ・辛味 ・甘 味 ・渋 味 ・渋味 の無 ・塩 味 ・塩 味の無 を も識別 す る」(s.Ⅲ.

P.8717-)と も,六 識 身(v.-kaya認 識 の諸集合体):眼 ・耳 ・鼻 ・舌 ・身 ・意 の識(知

覚 ・認識)で あ る(S.Ⅲ.p6113-)と も い う.眼 識 は視 覚,耳 識 は聴覚,乃 至,身 識は

触覚 を含 む身体感覚 で あ り,意 識 は感官で はな く意(心)に よる知覚 ・認識 で あ

る.上 の よ うな味 の識別 には語 の知 を予想 す るか ら,識 は知覚 と判 断 とを含 む と

思われ る.

識 が成立す る条件(因 ・縁)と な るのが名色(nama-rupa,名 前 と色形)で あ る.名

色が集起 す るか ら識 が集起 し,名 色が滅す るか ら識が滅す る(S.Ⅲ.p.6112-).識 蘊 の

設定のためには名色 が因であ り縁で ある(S.Ⅲ.p.1022-)と い う.名 色 は古 ウパニ シャ

ドで は最高原理か ら出た個物 を指す.パ ー リ伝承 では,名 は受 ・想 ・思 ・触 ・作

意(注 意),色 は四大種 と四大種所 造色 である(S.Ⅱ.p.334-).思 ・触 ・作意 は後 には

行蘊 に含 まれ るか ら,名 色 は識 以外 の四蘊で ある.『 雑 阿含』巻12(298)は 名 を

四無色陰 と見 る(T.2.p.85a)か ら名色 は五蘊 に等 しい.パ ー リ伝承 にも同 じ説 があ

る(D.Ⅱ.p.6214-,DA.Ⅱ.p.5012-).名 色 も五蘊 もいわ ば邦語 の心 身に相 当 し,心 身が因 ・

縁 となって識(認 識 意識)が 可能 になるのである.

Ⅳ 【蘊(陰,衆khandha)】 中村(第15巻p.488)は,名 称 と形態(=上 記の名色)

よ りも五蘊 を新 しい術 語 と見 る.そ してSnで は 五蘊 を説 いてい ないが,vedana

とsamkharaと は ブ ッダ自身 の用語で あろ うとい う.そ う確定 でき るのか.

上 で は名色を五蘊(or四 蘊)と す る経説か ら心身 と解 した.も し術語 の成立順が

中村説 のよ うであ るな らば,名 色 を言い換 え解釈 す る中に色 ・受 ・想 ・行 ・識が

見出 され,そ れが五蘊 または五取 蘊 と呼ばれ るよ うになつた,と 考 え ることもで

きよ う.即 ち まず人(自 分)に は名前(名)が あ り,生 きてい る限 り身の色形(容 色

容姿,容 貌,顔)も あ る.そ うい う自分の 「名前 と色形」(名 色:名 前 と顔 名 と体)

に執 らわれ易いが,執 らわれてはいけない.こ う教えるところに名色の原意があ

るで あ ろ う.『 凡 そ全 て名 色 に対 して我 が もの とい う執 らわれ が ない者 』(Sn.

950a),『 名 色 に対 して全 く貪 りを離 れ てい るな ら,そ の人 に漏(煩 悩)は な い』

(Sn.1100a)と い う例 は,そ の意味で解 しうる.『 またまさに智慧 と思念 と名色 とは,

… これ は何処 で滅 す るのです か』(Sn .1036b).こ れ は輪廻 を離 れ ることを問 うて

いる.ま た これ ら名色は心身 とも訳 しうる.

ど うして名が受 ・想 等 と心 を意味す るよ うにな るのか.註 釈 には 『全て の色 で

ない ものが名 といわれ る』(Pj.Ⅰ.P.7829-)とい い,名 の領分 も広 い.名(名 詞)に は
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そ れに対応す る内実 が ある9).名 の ある限 り,そ れ によつて感官や感官 に映ず る

色(rupa,感 覚 的なもの)の みな らず,自 分の心の内面 も意識 でき,表 現 もで きるの

である.

色 ・受 ・想 ・行 ・識 の一 々が無 常であ り苦で あ り非我 である とい う経文 は多い

が,そ れ らを蘊 と呼ぶ例 は思 ったほ ど多 くない.そ れ らの一 々を要素(-dhatu,界,

領分)と 呼ぶ例 もあ る(S.Ⅲ.pp.926-1016,1311-22).五蘊 説が確立 す るまで には,い わば

暫 くの猶予期間があつたのか も知れ ない.… 残 る問題 は他 日に期 したい.

1)村 上真完 「無常説の根底(序 説)」(『神子上恵生教授頌寿記念論集 インド哲学佛教思

想論集』永田文昌堂,2004,pp.515-48).2)人 間存在は集合体であつて,原 子を原

因 とする集合体 と五蘊から成 る集合体 とか らなるとい う趣旨.3)Ramanuja(Sri-

bhasya)は 『或る人達(説 一切有部)は,地 ・水 ・火 ・風の原子(極 微)の 集合からなる

大種 と大種所造 との外的なもの と,心 ・心所か らなる内的なもの(諸 事実arthan)と が,

直接知覚 と推論とによつて成立していると承認 している』と要約 してから,『凡そ原子

(微塵)を 原因 とし地等大種を本体とする集合体 と,地 等を原因とし身体 ・感官 ・対象か

らなる集合体 とがある[と いう]そ の集合体が二種の原因から成るけれども、それが可

能であることはありえない』 といい五蘊には触れない.こ れに註釈 してSudarsna-suriは

心 ・心所の説明の後にシャンカラと同じ順で五蘊を示す.4)Madhvaは 『集合体は

一つの原因から成ることはあり得ない.二 種の原因から成 るとしても,相 互依存になる

か らそれは可能ではない.さ もなければあらゆる時に集合体があることになろう』 と解

する.Jayatirthaは毘婆沙師(有 部)・ 経量部説として,『 周知のように色 ・識 ・受 ・想 ・行

の相で存立する世界が第一義 として存在 し,そ の他は極微の集合体だけであるが,全 体

というものは何 も存在 しない』 と述べる.5)BS註 釈書類が紹介する有部説の五蘊

の順は有部の論書 と一致 しない.6)『 倶舎論』巻2(T.29,8c1-,AKBh.p.2319)は 十八

界の触は大種 と大種所造であるが他の九色界(五 根 と,触 以外の四境)は 大種所造だけで

あるといつて同経を引く(AKBh.p.24」8).但 し異説 もあつた.7)vism.p.444の 所造

色(upada-rupam)は 上 の九に女根 ・男根 ・命根 ・心基 ・身表 ・語表 ・虚空界 ・色軽快性 ・

色柔軟性 ・色適業性 ・色積集 ・色相続 ・色老性 ・色無常性 ・段食の十五を加 える(訳 語

は水野 『南伝』63,p.15に 従 う).8)村 上 「諸行考―原始仏教の身心観―」(Ⅰ)(Ⅱ)

(Ⅲ)(Ⅳ)(『 仏教研究』第16～9号,1987-90)参 照.9)村 上 「諸法考―dhammaの

原意の探求と再構築―(1)諸 法 と縁起」(『仏教研究』第34号,2006)pp.97-9参 照.

〈キーワー ド〉 原始仏教の研究法 色受想行識の順序 五蘊 名色

(東北大学名誉教授,文 博)
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156. A Study of the Five Aggregates (khandha) on the Basis of the Text-crit-
ical Investigations of Early Buddhism 

MURAKAMI Shinkan 

It is to be reconsidered how to study Early Buddhism. I stress the impor-
tance of the text-critical investigations and demonstrations. 

It seems peculiar to Buddhism from early on that our human existence is 

analytically grasped as consisting of five aggregates (khandha), i.e. the sensi-
ble (rupa), sensation (vedana), conceptual image (sauna), mental and physical 

latent forces (samkhara) and cognition (vinnana). But there are other orders of 

aggregates. According to the traditions of the Vedanta, i.e., Sarnkara and oth-
ers (ad Brahma-sutra 2.2.18) the order is rupa-vijnana-vedana-samjna-samska-

ra, and according to Jaina-tradition, i.e., Haribhadra-suri (Saddarsana-samuc-
caya 1.5) it is vijnanam vedana samjna samskaro rupam. Harivarman's

Chengshi lun 成実論 (vol.3, T32, No.1646, 261a7-) which was translated by Ku-
marajiva in 412 enumerates rupa-vUh na-samjna-vedana-samskara. In the 
fifth century Buddhaghosa in his Visuddhimagga (PTS ed. 45215-) explained 

the five aggregates in the same order as that of Sankara's enumeration. So 
Sankara and others must have had some credible Buddhist sources. 

I investigate original and developed meanings of each of the five aggre-

gates, and lastly consider the original and developed meaning of nama-rupa 
(name and form) which is looked upon as the cause (samudaya) of cognition (vi-
nnana) It means originally name and personal looks, then mind and body, and 

is explained as being composed of five aggregates or four aggregates except 

cognition. 

157. Bodhi Tree Worship As Seen in the Pali Canonical Texts: The role of 
the renunciants and their view of the Bodhi tree 

SHIMIZU Yohei 

In the Pali canonical texts, there exist 26 examples (2 in the Jataka and 24 in 

the Apadana) that mention worship of the Bodhi tree. In the worship of the 
Bodhi tree, the renunciants did not do anything by themselves. Rather, while 

responding to the requests of lay followers, they suggested the worship of 
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